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思

想

で

あ

る

、第
ニ
一
は 

印
度
ょ

&
支
那
を
經

.て
輸
入
レ
カ
る
佛
敎
思
：，想

.で
♦あ0

で
、此
の

H
i

ク
の
思
想
は
何
れ
の
擧
說 

中
に
も
參
少
海
司
し
て
居
つ
て
、明
か
に
之
を
分
析
類
別
力
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
サ
あ
ら 

ぅ
、和
學
思
想
の
中
に
も
傭
學
思
想
の
分
子
が
泥
入
も
鎭
學
思
想
の
电
じ
ほ
和
#
思
想
若
く

 

&
 

佛
敎
想
想
の
浪
人
を

.免
か
れ
す
し
て
、皆
何
れ
も
單

I

純
白

.の
思
想
で
は
な
か

0
た
の
で
あ
な 

が
、斑
に

'f ；

德
川
時
代
の
學
者

G
^

®

腦
は
先
づ
大
體
此
の

g
ウ
の
：思
想

®

#
れ
：
か
：
で

陶

沿

鋳

成
 

せ
も
れ
て

S

ジ
た
も

の

で

あ

，る
"而
し
て
德
川
氏
の
中
世
以
降
漸
次
蘭
學

.の
：
入

か

と

同

時

に-0 

學
本
草
學
等
の
方
而
じ
は
多
少
を
の
勢
力
を
蒙

K
Vで
、別

‘；̂

又
，滴
洋
風
想
の
侵
入
を
見
る
に
至
，
 

力
る
も
、政
治
經
濟

.思
想
の
領
域
内

ii.

於
て
は
大
體
上
記
三
思
想
の
外
に

P

む
、ベ
-
き
勢
力
‘は 

な
か
ク
力
の
で
め
る
。
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ゾ

.

而

し

て

上

記

m

思
想
の
中
、第

5
漢
：學

.思
想
.)
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1
1敎
取
想

)
は
：癖
し
：V

,

國
家
觀
'念
に
は
甚
だ

 

乏
レ
か
ク
力

W

云

ひ

楊

ら

を

V
.の：で
あ
る
、勿
論
漢
學
思
想
を
鼓
吹
し
た
人
々
の
中
に
も
國
家

 

觀
念
の
甚
だ
强
盛
で
あ
ウ
た
者
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
、例

f

ぱ
山
崎
闇
齋
派
の
學
者
は
皆
ツ

I
レ
で
も
ウ
た
こ
と
：

t
l

金
の
辯
を
時
ざ
る

.所
な
る
ベ

.く
、
又
、
ソ
 >

 

で
な
ぐ
と
も
水
ホ
月̂の

學

者

の

中

，
 

に
は
-日
：
本

固

有

の

學

說

を

發

趣

し

た
.者
"住

々
.
れ̂あつんの：
で
ゐ
ン
來
斯
く
の

-如
き
：は

. 

崎

.門
學

•取
で
あ

0
て
も
、又
水
戶
の
學
者
じ
し

.て
も

"觸
粹

な
，：

る：漢

.寧
思
：想

；：

專
き

.，

る
、
意
，ネ

に. 

あ
ら

t
し
て
、彼
等
の
頭
脳
の
中
に
ほ
和
，學
思
想
が
多
大

©
入
：し
：あ
，

C
V

て
ぜ

#
.勢
力
に

.左
右
：
 

せ

$
れ
居
た
る
：結
果

.，
に

，
外

な

ら

な
’か
‘
.ウ

た§

で
あ
.る
。
 

，
，.

又
> 

敎

；：：̂

想
に
ん
彼
は
れ
ね
る
入
タ
に
：
レ

て

殊

に

：國
‘缘

©

念
.を
'
發

得

レ

：た
：.る： .

者
も
亦
決
じ
‘て 

鮮

少

に

业

：.ま

な

い

の
：：

で
あ
：る
、幕

末

に

於

け

；>
>
^
?
.

勤
，王
.僧
.在
：ど
は
.皆
-其

の

，
寧

例

で
’あ
' 
ジ
て
、彼
；等 

は
.よ
白.難

Vも
.
.に
國
家
.，

Q,:.:

大
問
'題
.
.を
討
；蕭

レ

取
.

泊
；：

^

得
.失
'
"を7

研
.
.究
’し
.，
た
‘
' る
.
，
' の.。
み
.な
.ら̂
：

餐

瞭

.
•政i

や 

述

：
働

，
R

‘盡
；伴
；し

て

身

を

®
„牲

R

し

た

る

者

，
も

往

；
々
.，
之
、
れ
：
な
；

に
：；
，

♦

ら
.ざ
.
>
p 

!も、其
の

.M

.
彼

等
 

の
多
く
は
自
家
の
理
想
ギ
す
る
：

.國

家

觀

：
忿

：を

發
'
#し

.ポ

•w:

云
：
は'
-ん
i

s
は
"寧
：ろ

宗

敎

ま

、ゆ 

楊
に
；あ
つ
：て
；，新
に
，入

來

ら

ん
.-VO

す

ネ

外

.数

LJr:.

餅
し
、國
家
を
棚
に
取
，ウ
て
、其
の
侵

.入
を
防
が
ん 

ど
し
た
る
，ま
で
の
事

"
じ
.レ
て
、眞
愿
じ
國
；家
.觀
念
ほ
'
:择

タ

な

：る
：純

.
®

の
ま̂

於

：

C
V
力
：：

ズ
、鄙

な

ぜ

：
 

さ

も

の

•は
，'
-甚

だ

少

か

2:'0:.

な
と
i
:
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思
.は

る
0 

:
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‘
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，

：
；
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.
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す

る
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よ
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ま
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よ
-
傅̂
.デ
せ
ふ
板
本
.
佛 

漆
：八
舞

(

七
：)

/

論：

説
：.

和學
f
 

i
誤
 

第I

號 

ド



III
!
!

I

V

,
粥ホ
A
愈

〈

八
，)

' 

駒

：：聯
< f

學ポ
s

漆
脱
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號
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八.：

敎
思
一
，想-と
は
其
の

.派
，f

何
ね
る
に
拘
は
ら
す
敎

’坪
ど

..： v,

學
說
，せ
：し

V

は
、洪

，に

個

人

主

義

で

：
‘あ
：
 

 ̂
S
 
0
ビ
云
ふ
椒
ま
は

.皆

.無
ご
は
云
へ
な
い
が
ぜ
較

.的
餘
程
欠
如
し
て
居
：つ
た

こ
-!U
.

は
明
，

か
で
あ

&
ぅ
、ジ
レ

.は
何
故
な
タ
か
と
云
：へ
ば
支
那
や
印
度

‘
.の：
#
觸

國

，情
、其
：他1^

• 

.

.:
.:

.

鶴
が
然
ら
し
め
た
も

.の
に
外
な

i

ざ

，る

が

如

し

。

然
，る
に
和
摩

’思
：想

‘は
ツ

h

が

旧

本

圓

，有

の

思

：ま

、否
、
日
本.の
歷
史
；：

の

じ

ま

：ち

.，

遭
. ：

ら
れ
た

.：る

. 

特
辅
の

.
M
想
で
あ
る
が
故

H
日
本
の
古
き
社
會
制
後
に
は
猫
も
他

.ぐ
適
：應
し

V

 

g
ク
た
の
で 

あ
る

"乃
ち
之
を
僻
言
す
れ
ぱ
日
本
の
社
會
制
度
は
本
古
ょ
り
殆
ん
ど
他
の
民
族

.を
海
入
、し
ね

る
こ
ビ
な
く
、少
な
く
ビ
も

#
の
ほ
族
に
征
服
サ
ら
れ
て
、其
の
文
化
：を
强
ひ
ら
-れ
た
る
事
も
な

• 

.

.

.

.

.

.

.

く
、有

*
以̂
來
先
づ
相
當
セ
純
粋

K 

a 

&
大

和

族

の一

聚

圓

で

め

ウ

て

、
霄

語

.、文

字

を

同

く

し

、 

風
俗
®
惯
を
同
ぐ
し
、搬
思
傳
説
を
同

く
し
ヤ
、而
か
も
頭
.に
は
民
心
歸
向
の
-中
心
撒
と
な
る
萬 

世」

系
、金

.
H無
映
の
帝
室
文

.戴
き
て
，蔣
民
：齊
レ
く

一
人

の

例

外

も

な

く

誠

.心
を
か
て
之

★
奉
戴
し
て

^
る

の

で

あ

る

、
故
，に
；
我

が.大
⑩

民

：族

は

，
一:

ウ
の
：■

?<

な
ぷ

.家

成

：®

1

凝
圓

.で
あ
る
、

■ 

.

天
皇

^
此
め
大
家
族
の
家
長
#
あ
ゥ
て
我
々
國
民
は
皆

一
伺

一 

^
の
.例

外

 ̂
i
 ̂
.0 
0 
0 

で
あ
ウ
て
、陛
下
の
称
子
で
あ
る
と
信
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、即
も
和

.學
は
此
の
，摩
史
を
基

碰.V':

し
て
、典
の
上
に
立
て
ら
れ
た
る
學
間
な

.る
が
故
に
、國
家
雲
念
が
和
：：學
の
基
礎
觀
念
で

み 

るW

云
ふ
こ
.ビ
は
今
更
僻
明
の
必
要
は

な

か

ら

.3
0

ソ
.コ
で
，德

川

時

代

に

於

け

る

，和

學

者

®

意
.
M

は

皆

國

家

を

#V

上

の
4

0

^

し

、
何

で

？
^
彼

で
 

も
國
家
の
爲
め

"御̂
.國

の

，
爲'め
と
云
ふ
こ
ぐ
し
が
其
の

唯
.！

の
理
想

•で
あ
ウ

V
、

斯

謂

.る

國

家

觀
：

念 

は

和

學

者

じ

依

；ウ

て

事

實

上

に

ま

與

さ

る

\

事
が
多
か
り
た
ょ
ぅ
セ
め
る
。

®

•被
に

r

ウ
の
注
意
を
要
す
る
ゼ
が
あ
る
、ソ
レ
は
漢
學
思
想
.を
鼓
吹
す
る
者
に
て
も
勿
論 

忠
義

W

云
‘ふ
こ
と
は
織
に
云
ふ

.の
で
あ
る
，併

レ

漢
學
者
の
忠
義
撑
大
抵
中

1

0

の
忠
、仁
義
の
義

で

あ

，つ
て
、日

本

の

廣

主

に

.骤

.す

.る

忠

義

：で

は

な

い

ょ

ち

で

や

る

、

に

祿

を

吳

代

、先
祖
：代

♦

愛

. 

* 

.

.

.

.

.

. 

. 

/ 

.

.

.

く
し
み
養

0

 V

吳
れ
た
人
に
黯

^
*
^る忠
義
で
あ

0

て
"國
家

'ゆ
元
首
に

P

す
る
與
の
忠
義
⑦
は 

ゆ
い
、例
へ
ぱ
大
石
義
雄
の
如
さ
忠
義
で
あ
ウ
て
、己
が
祿
仕
し
な
主
人
に

S

す
る
忠
義
を
云
ネ 

に

外
な

ら

なS

の

で

め

？̂、
大

石

韻

雄

，は

侍

は

主

人

を

取̂
て
祿
；P

し

ね

な

ネ

ぜ

、眼

中

天̂ 
 ̂

な
け

f...は
將

も

な

.
-
;

> 

ご

云

，
ウ
，.て

 ̂

0 

.

た

ぅ

.で

.

.，
め

.る
，.が
、.元
.祿
.ゆ
暴
舉
は

‘眞
に

.1:^

の

理

狐 

-
V

を
ヤ
ツ
た

V

の
で
、敕
使
の
鹿
を
ぜ
し
、將
軍
家
の
織
法
を
部
し
ナ
添
ま

V
1
4

狠
籍
を
働
ら

§ 

た
る
暴
主
人

/の
爲

め

に

、
己

も

亦

其

の

志

を

繼

ぎ

、其

の

跡

を

追

ふ

て

，同

，じ

賴

籍

を

働

い

 ̂yP

の 

:

银
十
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0

)

論

，跳
.

，
ニ
 

0
$
r 

1.0

に
過

ぎ

な

い
の
で

め

：

ふ
、
義
雄
は
山
他

0
.行

に
；
學
ん

だ

ビ

；
云

，
V W

 

^
あ
；，す

が

此

，

0 -
H

鹿

ご

云 

ふ

が

：も
、
元
ご
は
漢
學

t
t込
め
人
で

あ
：.

る
か
：ら

、義

雄
！-4:

は
矢

.張
偽
：
忠
義
を
，

敎1.

へ
.
や

め

か：
^
知れ 

な

S

の
：
で
め
る

"要
ず
る
に
義
離
は
ル
說
家
や
職

.作者の爲め，
忠義者

-
 ̂

-も

れ
の
で
あ 

ら

ぅ

が
、典
の
忠
義
ほ
澳
學
者
の
：忠
韻
で

日

本
の
：國
家
.じ

對

る
，
忠
義
一
で
な
か

0

力
こ
と
は
明 

白

で
め
る
。 

, 

‘ 

. 

' 

,
/ 

.
,
.

然

れ

ど

も
.和

學
.者
の
忠
義
は
祿
を
驚

0

だ

ビ

か
、養

C
V

て
賞

^

ね̂
か
.̂、其
の
人
に
酬
ゅ
あ
と 

云

ふ
：：

樣

な

息

成

で.は

な

く

、

偶®
:脚
韻
は
，晃
に
：

^

日
本
の
藤
起
を

®
;據

ギ

し

、天

子

は

蔣

世

1, 

系
：の
天
子
で
あ
つ
て
，日
本
組
國
以
來
此

-
の：御
國
ゆ

#

主
人
ぼ
あ
る
-ざ
云
ふ
絕
對
的
の
觀
彰
ド 

基
因
す
る
忠

.義
で
あ
ク
て
、恩
を
受
け
ょ

ラ

が
受
け
ま
い
が
、祿
を
貴
ふ
；が

.賞
ふ
ま
い
が
、宮
仕
を 

.
レ

ょ

ラ

が
"レ
ま
い
が
ッ
レ
に
は
駒

‘係
：な
く
、

H
.本
.0

に
生
れ
來
た

.以
上
は
：：國

：

の
絕
對
の
義
称 

と
し
て
國
家
に
働
す
る
廣
き
赛
義
の
冥
，の
忠
義

‘を
主
張
レ
わ
も
の
で
を
る
；、故
に
和
學
者
は

，
：
 ̂

め
普
遍
的
な
る
統

一

し
た
る
：忠
義

1の
觀

念

の

：
下

じ

厕

，一
民
0
根

本

思

想

を
.纏
め

，從
.来

長

ぐ

封

建
 

®

.庶
ギ
ぱ
ウ
て
狭
き
一
藩
內
の
、利
害
問
觸
に
局

.限
：せ
ら
れ
カ
る
區
々
た
る
地
方
的
觀
念
を
打 

破
し
お
家
雜
满
の
爲
め
に
進
，步
發
達

Q

通
路
を
測

.き
力
る
の
，功
績
な
し

V
i
K

ふ
可
ら
や
、

1

般

に
國
民
が

«

«
の
如
き
，き

建

的

0

忠
、義
拘
泥
し
、藤
主
、藩

S
、海

#

#
內
な
ど
云
へ
る
狭
®
な 

る
思
想
に

®

は

れ

居

，た

ら

ん

に

、は
：
我

國

は

遂

國

：家

經

濟

の

基

礎

を

確

立

す

る

の

機

會

が

な
 

か
り
な
で

’あ
ら
ラ
、乃
ち
換
言
す
れ
ぱ
義

'雄
の
忠
義
に
依

0
.で
言
顯
は
さ
ぐ

A

が
如
き
狹
き

1

 

藩
內
の
：纖
濟
が
廣
く
全
國
に
普
遍
的
な
る
：國
家
的
，の
經
濟
清
さ
れ
：た
の

が
、
日
本
‘今

日

の

進 

步
を
爲
し
た
る

一

り
の
大
原

S

ホ
あ
ク
わ
の
で
あ
る
ぢ
ッ

K

に；は
取
學
者
の
國
家
觀
念
が

^
< 

に
與

0::

て
カ
ゐ
ウ
た
の

'
で
あ

‘

。：レ

|

次
ぎ
は
和
學
者
の
：他
の

' !

り
の
著
ろ
し
き
特
徵
、で
あ
る
現
實
主
義
の
ま
で
あ

-る
が
、彼
等
は

' 

I
#

め
漢
學
者
等
に
は
痛
く
徘
斥
せ
ら
れ
，軸
道

VJ

ム
國
轉
學
，ご
：
か
云I

へ
る

.こ
：ビ
は
皆
彼
等
が
支
；
 

那
の
聖
入
の
敎
や
ら
、肺
家
の

.躲
な
ど
お
模
擬
し
て
慎
作
し
：た
も
の
で

-あ
る
.？
畔
繊
て
居
る
る 

も
、ソ
レ
：ぱ
姑
ら
ぐ
論
外

W

な
じ
、和
學
者
の
所
論
が
槪
し
て
朱
子
學
や
陽
，明
學
な
ど
ょ
レ
は

f

比 

較
的
淺
薄
で
め

&
、又
禪
學
な
ど
に
比
す
れ
ぱ
固
ょ

 ̂X

に
卑
近
じ
し
て
取
る
じ
足
ら
な
ビ 

iK .

へ；ぱ

.成

.

.は
#
の
.理
な
き
に

.あ
ら
ざ
る

も
，‘
ソ

レ
が
則
；も
：和

’學
者
の
；

.思
；粗

ド

特

徵fw,
し
；.

て
顯
ほ 

る
、
現

®

虫

0
の
齊
す
る
所
で

.あ
ウ
て
挺
等
は
常

^
大

に

此
；の：主

>義
を

，發
：揮

し

、勉.め
ポ
禪
僧
、
 

め：，き
力
空
識
を
避
く
る
こ

v
a

に，注
意

.し
て
，居

C
V

な
の
で
あ

i
、母
れ

.：が
：近
與
與0
:言
藤

で

云

：
へ

〈

.ぱ 

，‘
祐
十
八‘凝

(

ニ

)

.
餘 

m 

.
,
0
$
0
m
.
m 

，第i 
轉 

/ 
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:疯

.郁
舉
ま
，經W 舉
服 

麻
！：赚
 

.1

ニ
 

經

.濟
的

，唯

物
*
觀

V
J

で
も

t
H

ふ
ぺ
さ
：こ

ビ

で
あ
：ウ

.て
，現
存

©
:實
社
營
に
適

W
す

.る
實
利
丰
義
：
 

の
觀
念
を
經
满
思
：想
の
中
に
注
入
せ
ん

ざ

試
み
な
る
和
學
寒

0
努

力

は

典

，$
.
目

神

の

成

杏

に
 

拘
は
ら
ず

"直
接
莽
ぃ
ほ
間
接
に
學
界
に
買
献
す
る
，斯
甚
だ
：多
大
で
あ
つ
な

-
^

1

ギ

は

ね

ぱ#

,る 

ま
.
-い
。
.

】

體

..敗

洋

の

學

說

は

多

く

 
n

ク
で
あ
る
ぢ
妹

^
漢
學
者
等
は
％
だ

生
：.-;,̂ 

.し
て
個
人
の
身
め 

修
め
方
を
說
き
、大
學
に
あ
る

0
心
誠
意
め
說
を

一

本
餘
と
な
し
、心

.
^
;
正
く

し
*
!
;

を
修
め

：.v.̂

行
：
 

き
タ
へ
す
れ
ぱ
，ツ
レ
で
家
も
世
の
中
も
、國
か
关
下
も
、皆
资
然
に
活
ウ

V

バ
く
も
の
ど
思
力
て 

居
.
.ウた

‘め
で
あ

.る
、即
も
自
己
の

心

の

學
問
が
彼
等
の
研
究
の
ぞ
，ル
ブ

T 

•ヲ

1
メ
ガ」

で

あ

，ウ
て
、 

.

猪
に
無
形
の
心
中
に
屬
す
る
こ
と
を
彼
此
八
か
ま
し
く
云
ひ
，宛
も
雲
を
：悅
ふ
る
が
如
き
空
理
；
 

空
想
を
唱
へ
て
、己

一

身
さ
へ
高
尙
じ
廉
潔
に
行

0
て
行
け
ぱ
此
：の
浮
世
©
名
利
な
ど
は
ド
ク 

で

も

，宜

い

ご

思

ウ

て

、
否

，
言

0

て
居
ク
た
の
で
あ
る
、是
が
宋
儒
の

®

理
學
と
し

’
て

卸

ら

れ

た

：る 

學
跟
で
あ
つ
て
有
名
な
る
朱
子
が
其
，の
張
本
入
で
あ
つ
た
の
で

.あ
る
，ポ此

 
'

の性
理
學
.の
說
は 

禪
學
者
流
の
說

W

殆
ん
ど
同
じ
樣
の
思
想
で
め

.

0

て、漢
學
者
等
は
：此
の
根
本

'思
®
ょ

德

は 

本
，な
り
財
は
未
な

e

と
云
ふ

一

節
を
誤
解

.し

て

，
淋

即

ち

，：
經

濟

，
的

.財
：物

に

關

j

切
，翁

i

子
み
問
ふ
ぎ

.事
，に
あ
ら
や
を
し
て

•ロ
に
：理

0
 
P

談
.や

を
'
 

ご
.$

は
"小
：人

t
 
k
:

て
之
を
纖
庶
す 

る
が
如
き
飛
で
も
な
さ
悪
風
を
生
や
る
に
至

0

-

の̂
で
あ

^
6

例
へ
.ぱ
.
.朱
子
.は
.
.有
レ

國

，
則

，不
ぃ
思

V
S
!財
：
用r$

K

ひ

、
司

馬

：
光
.，.は
善

理

レ

財.者不
て
過

n

颠

# 

i

-

?
 

云
：
ク
て
居
る

.か

.
*
^
き

.

.

驚
ぐ

.ベ
^
學
説
：が
我

が

日
本
に

"も
.宋
.學
の

.
流

行€

觀
に
盛
に

」
な
ク

V® 

學
者
：ほ

'何
れ
も
誠
心

-觸
意

0
藥
に
惑
溺
，し
、徒
も
に
禪
學
め
き
た
空

#

0
み
を
事

W

す
る

' にm
 

0
ぬ
：の
で

'あ
る
。
故

.に

.山
，鹿
；素
行
は
っgfl

學
の
：傅
♦宋
^
0
h
y

，て
每
過
高
の
：病
ぁ
故
に
，學
者 

近
き
を
舍
て

 
> 
遠

§ 

#
,
め
、冗

^
處
：
K
Vで：高
を
窺
ひ
、心

'
.を：空
妙
妙
の

〔

域
に

.：馳
す

J

义
語

'想
！其っ

- 

て 
、架
， 
率 
の
學
說
の

.無
用
な

V

るV

み,fs

を

述

ぺた
：：

れ
；.ど
A
、来
：儒

惟

0

學
：
の
：弊
は
：货

だ
0
厢
無
.翁 

に
.止
：ま
d
,や
しV-3,

贊
際

-暇
.會
：ほ
甚
：だ
し
き
.
.害
簿

を

流

し

：：た
み
：で：
み
‘る

，
.

ノ
； 

.

:

唐
の
忠
臣
に
張
巡

W
1

ギ
ふ
者
：ぁ

.
-
^
、安
：祿

山

の

亂

：に

お

陽

を

敵
'
!
^
:
圓

ま

：れ.籠

城

す
^
0
-
こ

e
多 

、♦

1

.萬
は
.足

.ぬ
：
摊

奨
’を
：
以

て

轉

兵

：
十

1:1

萬
：人

を

雞

し

、食

盡f

き
"馬
を

：ま
.ひ
、
愿
，載

き

：
て
人
：れ0. 

成

拨

兵

来

ら

ホ

ム

て

城

遂

，
に
-陷
■っ
，
て
打
：死

す

、忠

ー

烈

網

織

き
}
は̂

ね

ぱ
.な

^
ま̂
い
、明
し
て
唐
め 

0
廷

ド

於

て

忠
S
を

0
贈
す
る
め
稱
ぁ

^
し

s

i

の
‘性
理

*
鶴
の
舉
裁
等
喊
張

巡̂

め

贈
®
 

に
：
反

對

，L
.
^
<
の
人
：
を.
.殺
し
入
を
食
し
：タ
る
人
填
に
非
え
、す

す

贈

：位
ど
：こ
み

.

て
•罪 

销ナ八

f

 

<,  
ニI

p

输
鄉
和
當
の
轉

S

耽 

鶴
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1

银

.

s
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2
聽 

.
5 

せ
ら
れ
ん
と
し
力
る
じ
、其
：の
時
代
は
幸
に
求
：
性

m

學
が
左
ま
で
，

®
で
，な

‘か
づ
た
が

.，
故

'
に

李
 

輸

.云
へ
る
人
の
上

#
に
依
て
罪

.だ
け
は
赦
さ
れ
：た
の
ポ
る
、終
ネ
ギ
宋
の

.時
代

^̂
^

此

.：の

.性

：理

の

學

は

全

.碰

を

極
：：

め
"國

家

な

：ど
.云

ふ

：事

.ば
：

M

々
ね
る
4

^

®

^

取̂

、：な

に

：
足

ら

す

、 

學
者
の
服
チ
に
ほ
國
寒
は
：：
な
い
挺
す

.る

.所
人
道
を
主
，

他
人
め
發
ま

1
身
め
安
心
を
辟
せ 

し
む
る
の

.が
學

.者

の

本

職

：で

あ

‘る

と

ネ

張

す

ふ

ギ

如

&

飛
で
も
な

.い
高
傅
の
議
論
が
盛
な
：プ 

レ

か
ぱ
、例

，の

有

名

な

る

忠

臣

岳

飛

は

國

家

.め
爲
め
に
敵
ビ

B
.

ひ
播
‘タ
大
兵
を
打
破

C
V

て
を

/
- 

め

入

，
；
を

殺

し
.

る̂

は

：人

道

に

背

‘け
6

と

て

，其
め
.
.：子
、岳
，.
.霉
；及

部

卞

み

：張

簿

等

と

典

：に皆
.：

殺
さ
‘
れ 

た

の

，，で
あ
る
、{大
久
.保

4
1

齋

富

國

强

ね

問

.答

：；じ

據

.る
S

.は
：皆
来
の
‘性
理
學
派
が
天
理
を
存
養
し 

道
.：心

を

特

維

す

る

な

ど

；：

〜

云

へ
る
迷

.
；

5

 :
の
學
說
の
犧
牲
と
な
つ
た
の
で
あ
か
。

如
上
の
樣
な
る
危
險
思
想
が
德
川
時
代
.に
於
て
網
ヶ
ご
日
本
べ
人
れ
來
ら
ん
と
し
ね
る
を 

板
本
，的
に
防
い
だ
の
は
政
府
の
：政
策
で
，卞
何
で
も
な

 

主
‘

W

じ
"て
和
學
，者
の
功
勞
で
あ
る
と 

云

は

ね

，ぱ

な

る

ま

い9

ぃ

.

.
，
 

.
：

、
/ 

;

,

、
勿
論
漢
學
者
の
中

.で
も
所
謂
古
學
派
の
人
々
例
へ
ぱ
山
鹿
素
行
、伊
藤
仁
齋
父
子
*就
中
譲
圓 

,1

派

'の
人

♦
は
古
の

®
人
の
敎
は
斯
る
心
理

w 

eも
の
じ
あ
ら
♦
、全
ぐ
物
質
的
な
る
經
俾
濟

K

の
舉
で
か
シ
て
、禪
坊
主
み
な
樣
じ
襄
ね
葉
を

®

家
も
齋
て

\
0
r
t
}
-

1
人
の
心
を
治
め

.

T,

へ
 

す
れ
ぱ
ツ
レ
で
濟
む
，

-

云̂

-
V

様

-

戚̂
鹿

§

た
敎
に
あ
ら
ざ
と
：

)

み

赚

た

を

何

分
 

彼
等
の
多
く
は
漢
夢

一

邊

0

儒
者
で
あ

I
C
-

て、日
本
の
勝
史
を
無

®
 

營
支
那

の
風
を
其
の 

儘
に
真

.似
ん
と
し
た
；る

か

、

.の
議
す
る
所
綠
す
る
、所
多
く
は
：，
際
上
の
事
賞

一 !
i,

當
て
嵌
ら 

す
し

，て

、迁
遠

®
 

®
の
緋
も
を
免
か
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、然
る
に
和
學
者
は
之

L
i

反

-3、

其
の

, 

.
學
說
の
多
ぐ
は
國
史
に
暮
礎
を
置
て

*意
を

lif

近
か
な
る
賞

.學

.の
跳
：吹

に

留

め

，失

の

禪

#

ま 

が

悟

り

を

開

く

ざ

か

、宋

儒

が

，天
现
•存
養

.，進
心
維
檢
な
ど

,

云
っ

t

解
：脱
' の
和
尙
め
-き
た
る
空

想
を
述
べ
力
る
こ
と
を
徘
斥
し
て
全
然

.取
な
か
ウ
カ
の
で
み
る

。
‘

,
 

-

‘，

.
.

.

.
 

.. 

.， 

.
.

，

今技
：：

に

1

例
を

示
：：

し
て
見
れ
ぱ
、平
旧
，篤
服
の

HIE

一道
®」

ど
‘云
，ふ
，#！
 t

i
:
s

學
者
流
が
悟
も
を
歉

<
と
云

0

て
他

®
も

ん

いI
S

の
分
ら
ぬ
こ
ね
を
シ
ャ

%

，ツデ
人

‘心

^
0 
&

か

し

ウ >

 

あ
を
强

風
を
織
め
ん

‘す
の
主
意

‘が
誰
か

.に
風
べ

わ
も

の
で
か

る

其

.の4- 

^
本
#
窗
：長
が
甘
て
其
の 

著「

玉
勝
間

」

'レ
記
る
し
て
居
る
事
お
引
き
マ
弘
提

lr,j:

年
す

1

っ月、北

'條
降
撒

®
狐

 ̂a

テ
'
# 

 ̂

 ̂

y 

,

ヶA

時
ノ
頓
ト
え
、業

.鏡
高
：i

i
;
m

十
七
モ

1
:

桃
打

'碎
•末
道
姐
然

ぉ
‘

ァ-

も
北
條
足
利

ノ
世
ノ
ホ
ド

'ハ
高
キ
モ

5̂
'

キ
巧

.人
皆
聰
法

.'.

.ii-

.惑

.へ，
义

.，

シ

.力

.

.パ'

.死ム
，
.
.ト
.
 ̂

隙

.一！力

.\
グ
幅

..
义
ダ

..
マ
.
.
.
.

シ
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 ̂
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0

甜

舉

濟

银

'
!
.
,
银

 

ニ
ル

 

ク

言

ス\
 

f

/

ミ

ジ

ギ

事

し

f

思

へ

タ
/
.最

ク

ル

サCm
j

ふ
鳴
呼
ナ
グ
飢
デ
ジ
ケ
ク

」

を
云
て
 

ぷ

，
び
：
ケ

降

擴

に

出

：
し

、
世

の

中

の

人

が

坐

禪

、

.快
道

、
文-淸
誇
な
ヴ

d

唱

へ

、
徒

ら

じ’

悟
-*5S

め*5̂
、

な
事
を

 

云

C
N

て
肝
心
の
世
の
中
を
棄
；て

‘.
國

'家
：
ゆ
：事

も

社

會

の

' 

f
t
も

.

.

1

切

壞

外
：，

に
®
い

て

'獨

h
y
xが

 ̂

を

す

る

は

怪

し

か

ら
ぬ

ビ
云

ジ

て

盛

に
攻

職

し

で

居

み
；；̂
:

痛
吸
-め

至

h
.
.す

あ

る

。

駕
服
は
又

®
んで此の悟道と云ふことの

i
R

は侧取か断でたこ

W

な
る
も
.'.
其 

の
事
賞
は
古
ょ

b
支
那
に

0

に
斤
は
れ

 ̂

ご̂

ぎ

§

ま

15 

が
无
ゆ
位
を 

の
；
は
し
い
ご
云

0
て

週

れ

な

こ

巢

.父
が

.許
由
ネ
呵

か

外
け
力
事
な
ど
，を
記
る
し
て

.* 

其
の
阿
房
ら
し
き
こ

ざ
^

嘲
笑
し
、！

^
魏
普
の
代
ド

：
 ̂

#

談-
e

云
ふ

：̂
J"

も
？i

瓶

#
し
、國
も
家
も 

世
の
中
を
も
顾
み
す
、徒
ら
に
大
言
す
る
も

.の
を

’尊
ん

で

賢

，ん

だ

の
.
.其
.翦
を
高
#

に
す
を
蕃
だ 

の
ご
持
て
赚
か
レ
て
，太
に
之
を
尊
敬
し
た
こ
と
が
あ
る
ふ
嘯
：ウ
て

tt: iv

云C
N

て
居
る
成
奪
の 

代
に
は
淸
誤
と
名
け
て
何
か
潔
げ
に
大
平
幾
を
云
ひ
、嫩

W

放

*1̂
. 3

で
行
を
慎
ネ
於
、大
®
を 

食
い
、世
に
異
な

-
事̂
を
業
ご
し
，底
ゆ
か
し
げ
に
人
じ
風

^
せ
ん

-
e
-し
ね

%
心igr

さ
者
共
が
大 

分
有
ひ
力
で

ご

ざ
る
、其

の

放

蕩

無

賴

め

限

.
^
難

せ

る

阮
1

康
、山
嶽
、向

秀

、觀

份

，
手
孜
、阮

咸 

竹
林
の
七
賢
人
ざ
は
取
す
で
ご
ざ

^
m
m
0
斬ル被等れ評しで賢人ど云ふ

y

 

i5v

もの

で
い
は
，な
い
、殊

^

阮

灘

な

ど

は

世
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